ども 桜が 咲く に はま だ 一 月 も その 余 も ある。 菊 池 先 

おもしろ 

生 は 春に なった のでた だ 面白くて あれ を 取った の だ 

とおもう。 

なわ うんどうじょう すみ あ つ 

その 古い 網 だの 冬の 間の ごみ だの 運動場 の 隅へ 集 

めて 燃やした。 そこで ほかの 実習の 組の 人た ち は 

うらや ほうか 

羨ましが つた。 午前中 その実 習 をして 放 課に なつ 

た。 教科書が まだ 来ない ので 明日 も やっぱり 実習 だ 

という。 午后 は みんなで テ ニスコ J ^を 直したり し 

た。 



ない とか 云って いた。 あした は 日曜 だけれ ども 無く 

しゅうしん 

ならない うちに 買いに 行こう。 僕 は 国語と 修身 は 

くど う ゆず 

農事試験場へ 行った ェ 藤さん から 譲られて あるから 

のこ さつ 

残 リは九 冊 だけ だ。 



四月 五日 日 

みなみまん ちょうめ やねが てつだ (ママ) 

南 万 丁目 へ 屋根 換えの 手伝 え に やられた。 なか 

なか ひどかった。 屋根の 上に のぼって いたら 南の 方 

に 学校が 長々 と 横 わって いるよう に 見えた。 ぼく 

は 何だか 今日は 一 日 あの 学校の 生徒で ないような 気 



頼んで おいた。 

四月 七日 火、 朝 父から 金 を 貰って 教科書 を 買った。 

じゅ ギ. j よう そくりょう おもしろ 

そして 今日から 授業 だ。 測量 はたし かに 面白い。 

またけ 

地図 を 見る の も 面白い。 ぜんたい ここらの 田 や 畑，. 

たんべつ ところ たけ だ 

で ほんとうの 反別に な つてい る処 がない と 武田先 

い しごと よてい ひりょう 

生が 云った。 それ だから 仕事の 予定 も 肥料の 入れよ 

ぼく なら 

う も 見当が つかない の だ。 僕 はもう 少し 習ったら う 

まい はか ちょうめん と 

ちの 田 を みんな 一 枚ず つ 測つ て 帳面 に 綴じてお く。 

そして 肥料 だのす つかり 考えて やる。 きっと 今年 は 



したよう な 昔の 人 を 考える からどう もい や だ。 そ 

ぼく 

んな ことがなかったら 僕 はもつ と 好きだった かも 知 

れ ない。 誰も 桜が 立派 だなん て 一^わなかったら 僕 は 

きっと 大声で その きれ いさを 叫んだ かも 知れない。 

かえ ゆうひ 

僕 は 却ってたん ぼぼの 毛の ほう を 好きだ。 夕陽に な 

んか 照らされたら いくら 立派 だか 知れない。 

おかぼ ま おもしろ 

今日の 実習 は 陸稲 播 きで 面白かった。 みんなで 二う 

くい か じょう * き 

ねずつ やる の だ。 ぼく は 杭 を 借りて 来て 定規 を あて 

しゅし かんかく 

て播 いた。 種子が 間隔 を 正しく まっすぐ になった 時 

は うれしかった。 いまに 芽 を 出せば その 通り 青く 見 

え るんだ。 学校の 田の なかには きっと ひばりの 巣が 



になって るから だそう だ。 けれども 学校へ 十九 円納 

める の だしあと 五 円 も かかる そうだから。 きっと 行 

ける と 思う 人 はと 云 つ たら 内 藤 君 や 四 人 だけ 手 を あ 

げた。 みんな 町の 人 たちだ。 うちで はやって くれる 

だろう か。 父が &な いので 母へ だけ 話した けれども 

母 は 心配そう に 眼 を あげた だけで 何とも 云わな か つ 

た。 けれども きっと 父 はやって くれる だろう。 そし 

てちょう さつ 

たら 僕 は 大きな 手帳へ 一 一冊 も 書いて 来て 見せよう。 



五月七日 



五月 十二 日、 今日 また 人数 を 調べた。 二十 八 人に 四 人 

ぼく さいとう くん 

足りなかった。 みんな は 僕 だの 斉藤君 だの 行かない 

ので 旅行が 不成立に なるとみ つてし きりに 責めた。 

武田 先生まで 何だか 変な 顔 をして 僕に 行けと 云う。 

みょうごにち き 

僕 はほんと うにつ らい。 明 后 日までに すっかり 決ま 

るの だ。 夕方 父が 帰って 炉ば たに 居た から ぼく は 思 

ど じじよ-つ 

い 切って 父に もう 一 度 学校の 事情 を 云った。 

いせまい そぼ 

すると 父が 母 もま だ 伊勢 詣リ さえし な い の だし 祖母 

かんのん めぐ 

だって 伊勢 詣りー べんと ここらの 観音 巡り 一 べんし 

し ぜんこう じ 

ただけ この 十 何年 死ぬ までに 善 光寺へ ぉ詣 りしたい 



きかない ような ことまで ぼくに きいた。 ぼく はけれ 

き も 

ども 気持ちが さっぱりした。 

五月 十三 日 今日 学校から 帰って 田に 行って みたら 母 

、 う^- ちぜ 

だけ 一 人 居て 何だか 嬉しそう にして 田の 畦 を 切って 

いた。 

何 かあつた のかと 思って きいたら、 今にお 父さん か 

ら 聞け といった。 ぼく はきつ と 修学旅行 のこと だと 

思 つ た。 

ぼく たう たす 

獎も そこで 母が 家へ 帰る まで 田打ち をして 助けた。 



けん しんせいしょ 

して 県へ は 申請書 を 出した そうだ。 ぼく はもう 行つ 

てきつ とすつ かり 見て 来る、 そして みんなへ 詳しく 

話す の だ。 

一 九 二 五、 五、 一 八、 

やみ もリ おか 

汽車 は 闇の なか を どんどん 北へ 走って 行く。 盛 岡の 

上の そらが まだぼう つと 明るく 濁って 見える。 黒い 

やぶ まつばやし まど きた かみ 

藪 だの 松林 だの ぐんぐん 窓 を 通って 行く。 北上 山 

地の 上のへ りが 時々 かすかに 見える。 

、， わて： h し 

さあい よいよ ぼくら も 岩手県 を はなれる の だ。 



マ 

ハ 2 



五月 十九 日 



つ 

うちで は みんなもう 寝た だろう。 祖母さん は ぼくに 

まも か 

お守り を 借して くれた。 さよなら、 北上 山地、 北 h 

まわ 

川、 岩手県の 夜の 風、 今武田 先生が 廻って みんなの 

せき ぐ あ い 

席の 工合 や 何 か を 見て 行った。 



一 九、 〔以下 空白〕 



出た。 そこで ぼく は みんなに 知らせた。 何だか 手 を 

気を付けの 姿勢で 水 を 出たり 入ったり している よう 

で 滑稽 だ。 

りよ-つし かしら 

先生 も 何だか わからな か つ たよう だが 漁師の 頭 ら 

ようふく きふと い 

しい 洋服 を 着た 肥った 人が ああい るかです と 云った。 

あんまり みんな 甲板の こっち 側へば かり 来た もの だ 

力た. taj 

から 少し 船が 傾いた。 

風が 出て きた。 

何だか 波が 高くな つ てきた。 

東 も 西 も 海 だ。 向う にもう 北海道が 見える。 何だか 

工合が わるくな つてき た。 



く 寝ない のでつ かれた。 書かないで おいた つて あん 

けしき わす 

なう つくしい 景色 は 忘れない。 それから ひる は 

過 燐酸の 工場と 五稜郭。 過 燐酸 石灰、 硫酸 もつ くる。 



五月 廿日 

まど ふじ ひら 

いま 窓の 右手に えぞ 富 土が 見える。 火山 だ。 頭が 平 

や まくら * き くまざさ 

たい。 焼いた 枕木で こさえ た 小さな 家が ある。 熊笹 



ずば ん けん どじょう 

で 図 板 を もった。 あと は 五 人で ハム マァ だの 検土杖 

しけんし えんか カリ びん も 

だの 試験紙 だの 塩化 加里の 瓶 だの 持って 学校 を 出る 

ときの 愉快 さは 何とも 云われなかった。 谷 先生 も ほ 

ん とうに 愉快そう だった。 六 班が みんな 思い思いの 

計画で 別々 の コー スを とって 調査に かかった。 僕 は 

郡で 調べた の を ちゃんと 写して 予察 図に して 持って 

いたから ほかの 班の ように まごつかなかった。 けれ 

ども なかなか わからない。 郡の も 十万 分 一 だし ほん 

(ママ) さるが いし ひらち 

の 大体し か 調ば つてい ない。 猿ケ石 川の 南の 平地に 

こうせきそう 

十 時半 ころまでに できた。 それから は 洪積層が 

キ— デ ンノ— あんざん しゅうか いがんお か かぶ 

旧 天 王の 安山 集塊 岩 の 丘 つづきの にも 被 さ つてい 



るかが いちばんの 疑問だった けれども ぼくたち は 集 

ろとう ちょうぶ み つ 

塊 岩の いくつ もの 露頭 を 丘の 頂 部 近く で 見附けた。 

けつ. S よく き メ— トル い か 

結局 洪積 紀は 地形図の 百 四十 米 の 線 以下と いう 

大体の 見当 も附 けて あと は 先生が 云った ように 木の 

そだ ぐあい さんしょう き 

育ち 工合 や 何 か を 参照して 決めた。 ぼく は 土 性の 

ちしつ おもしろ 

調査よりも 地質の 方が 面白い。 土 性の 方なら ただ 土 

を しらべ て その 場所 を 地図の 上に その 色で 取つ て い 

くだけな の だが 地質の 方 は 考えなければ いけない し 

その 考えが なかなか うまく あたる の だから。 

まつばやし かや 

ぼくら は 松林 の 中 だの 萱の 中で 何べ んも ほかの 班 

に 出会った。 みんな ぼくらの 地図 を のぞきたがった。 



たかはし くん たの きんじょ 

日曜に 高 橋 君 を 頼んで 僕のう ちの 近所の をす つかり 

こうせき 

こしらえて しま うんだ。 僕のう ちの 近くなら 洪積と 

ちゅうせき かんたん ひりょう 

沖積が あるきり だしず つと 簡単 だ。 それでも 肥料 

の 入れよう やなん かまる でちが うんだ から。 いまな 

ら みんな はまる で 反対に やつ てるんで ないかと 思う _ 

一 九 二 五、 十 一 月 十日。 

じ つ しゅう す のうし や 

今日 実習が 済んで から 農 舎 の 前に 立って グ ラジオ 

きゅうこん ほ たけ だ 

ラスの 球根 の旱 して あるの を 見て いたら 武田 先生 

にわと リ ごや しょうどく いおうか 

も 鶏 小屋の 消毒 だか 済んで 硫黄華 をず ぼん へいつ 



もも ねつびょう 

が 桃い ろ をした 熱病に かかって いて そこへ いま 水 

が 来たので ぼく は 足から 水 を 吸い あげてい るの だ つ 

め さけめ 

た。 どきっとして 眼 を さました。 水が こぼ こぼ 裂 目 

あわ -ゃ 

のと ころで 泡 を 吹きながら インクの ように ゆっくり 

ゆっくり ひろが つ て いったの だ。 

しろ かき 

水が 来な くな つ て 下田の 代搔 がで きな くな つてから 

ち よ うど ふ 

今日で 恰度 十二 日 雨が 降らない。 いったい そらが ど 

かわ かんばつ つづ きろく 

う 変った のだろう。 あんな 旱魃の 二 年 続いた 記録が 

な そつ こうじょ い 

無い と 測候所が 云った のに これで 三年 続く わけで な 

おおぜき すん 

いか。 大堰の 水 もまる で四寸 ぐらいし かない。 夕方 

になって やっとい ままでの 分へ 一 わたり 水が かかつ 



一 千 九 百 一 一十 七 年 八月 廿 一 日 

いね たお 

稲が とうとう 倒れて しまった。 ぼく はもう どうして 

きのう 

いいかわ からない。 あれぐ らい 昨日まで しっかりし 

ていたのに、 明 方の 烈しい 雷雨から さっきまでに ほ 

きさく 

とん ど 半分 倒れて しまった。 喜 作の もこつ そり 行つ 

てみ たけれ ども やっぱり 倒れた。 いま もま だ 降って 

だいじょうぶ 

いる。 父 はわら つて 大丈夫 大丈夫 だと 云う けれども 

それ は ぼく をな だめる ためで じつ は大 へん ひどい の 

だ。 a- はまる で ぼくの ことば かり 心配して いる。 ぼ 



く はう ちの 稲が 倒れた だけなら 何でもな いの だ。 ぼ 

くが 肥料 を 教えた 喜 作の だ つ て それだけなら 何でも 

てつどう * きょうしょう 

ない。 それだけなら ぼく は 冬に 鉄道へ 出ても 行商 

しても きっと 取り返し をつ ける。 けれども、 あれぐ 

らい 手 入 をして あれぐ らい 肥料 を 考えて やって それ 

で こんなにな るの ならもう 村 は どこも も つ とよくな 

る 見込 はない の だ。 ぼく は どこへ も 相談に 行く とこ 

がない。 学校へ 行った つて だめ だ。 …… 先生 は ああ 

倒れた のか、 苗が 弱く はなかった かな、 あんま リカ 

おと わら 

を 落して はいけ ない よ、 ぐらいの こと を 云って 笑う 

だけの もんだ。 日誌、 日誌、 ぼく はこの 書きつ ける 



日誌がなかったら 今夜 どうしてい るだろう。 せき は 

とめた し 落し 口 は 切った し 田の なか へ はま だ 入られ 

ないし どうす る こと もで きず だま つ て あの ぼしょ ぼ 

しょしたり またお どす ように 強くな つ たりす る 雨の 

音 を 聞いて いなければ ならない の だ。 いったい この 

雨が あしたの うちに 晴れる だなん て ことがある だろ 

ク ゝ o 

う 力 

ああ どうで もい い、 なる ようにな るんだ。 あした 雨 

が 晴れる か 晴れない かよりも、 今夜 ぼくが 

を 一 足つ くれる ことの ほうがよ つぼ どた しかなん だ 

ゝ ？ o 

力、 ら 
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